
学校長先生
音楽ご担当先生

　弊社発行の「Joy of Music（音Ⅲ 701）」につきまして、下記の訂正がございます。先生方、生徒の皆さま、保護者の方々
にご迷惑をおかけいたしますこと、深くお詫び申しあげます。
  誠に恐縮ではございますが、当該箇所につきましてご指導の際にご留意いただきますようお願い申しあげます。令和 7 年度
分の教科書につきましては、訂正したものをお届けいたします。
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ジョン・ダグラス・スコット夫人 作曲 アリシア・スコット 作曲 変更が適切な体裁、記載
（より適切な表記にするため）
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《アニー・ローリー》 アリシア・スコット 作曲
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　「楽譜に記されたコード・ネームをもとに伴奏を付けて 
歌いたい！」と思ったとき、自分で自由に伴奏を作ること
ができたらどんなに楽しいだろう。
　ここでは《アニー・ローリー》のメロディーに、ピアノと
ギターで伴奏を付ける方法を紹介する。

右手の音を分散させる①

右手の音を分散させる②

左手の音に付点音符を用いてリズム感を出す

［譜例１］

［譜例２］

コード・ネームをもとに伴奏を工夫しよう44ページ

右手や左手のリズムを変化させよう。

左手はコードの大文字の音（ルート）
を、右手は構成音を弾こう。

　［譜例１］を弾いてみると、右手の音の動き
がスムーズではないことに気付くだろう。そ
こで［譜例２］のように、構成音の配置を変え、
隣り合うコードの共通音は動かさないように
して、それ以外の音はなるべく近くの音へ進
行させると、音の流れがスムーズになる。

ピアノやギター
 で 伴奏を作ろう

1

2

ピアノ伴奏 ●編


